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剛0B4B1993年(平成5年） ③平和都市實言
（60.12.3）

2．1 世界の恒久平和は､人類共通の願いである。
しかしながら、合日なお世界の動きは､核蝋争の危機をはらみ、

就に憂慮にたえない。
わが国は唯一の披運国として､核兵路の恐ろしさと､被爆者の苦

しみを全世界の人々 に脈え､再び広島･長崎の惨禍を繰り返しては
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るだめ､いかなる国のいかなる
核兵路に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11翌孫子市我孫子1858a0471(B5)1111
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日 時 会場 内容

柏税務職員による
住宅取得等翻り控除
医療費控除などの還
付申告相談･受付

2/10

午前9:30～12:00

午後1:00～3：30

市民会館

2/16～3/15

午前9:00～12:00

午後1:00～5：00

確定申告全般

贈与税
柏税務署

２
月
陥
日
（
火
）
か
ら
３
月
賜
日
面
）
ま
で

柏
税
務
署
な
ど
で
受
け
付
け

い
よ
い
よ
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、
私
た

ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

の
最
も
大
切
な
財
源
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
正
し
い
申

告
と
納
税
で
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
所
得
税

の
申
告
は
２
月
拓
日
（
火
）
か
ら
Ｓ
月
柘
日
（
月
）
ま
で
、
柏
税

務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。
簡
易
な
申
告
は
市
民
会
館
な
ど
で

行
わ
れ
る
出
張
申
告
相
談
（
申
告
カ
レ
ン
ダ
ｉ
参
照
）
で
も

受
け
付
け
ま
す
。
申
告
の
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に
期
間
中
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
柏
税
務
署
・
市
役
所
課
税
課

2/16～3/15

午前9:00～12:00

午後1:00～4:00

市県民税全般

還付申告中心
市民会館

2/22．23

午前9:00～12:00

午後1:00～4：00

湖北台

市民センター 市県民税全般

還付申告中心

（出張受付･･還付申

告、簡易な申告のみ

受け付けます。分離

申告、青色申告、過

年度分、みなし法人

等の申告は税務署で

申告してください｡）

2/24．25

午前9:00～12:00

午後1:00～4:00

湖北地区

公民館

2/26.3/1 布佐南
午前9:00～12:00

近隣センター
午後1:00～4:00

I3/4．5

午前9:00～12:00

午後1:00～4:00

根戸

近隣センター
平
成
４
年
分
の
確
定
申
告
書
は
、

２
月
猫
日
（
火
）
か
ら
３
月
晦
日

（
月
）
ま
で
の
間
に
税
務
署
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
は
、
４
年
中
の
所
得

金
額
（
ま
た
は
損
失
額
）
と
、
そ
れ

に
対
応
す
る
所
得
税
の
額
を
自
分

で
計
算
し
、
納
付
す
る
た
め
の
手

続
き
で
す
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
あ
と

で
、
申
告
が
過
少
で
あ
っ
た
り
、

期
限
内
に
申
告
と
納
付
が
な
い
場

合
に
は
、
加
算
税
や
延
滞
金
が
賦

課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

必
要
な
方

１
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が

あ
る
方
で
、
税
金
の
計
算
を
し
て

所
得
税
額
が
あ
る
方

２
、
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
次
の

①
か
ら
③
に
該
当
す
る
方

〆 、

所
得
税

の
申

P

税務署職員による

出張申告相談・受付

(分離申告を除く）

2/22.23.24.3/1

午前9:30～12:00

午後1:00～3：30
市民会館 p

2/24.25.26.3/1

午前9:30～12:00

午後1:00～3830

税理士による

確定申告相談･受付

(分離申告を除く）

生
国

、ｰノ

①
給
与
の
年
収
が
１
５
０
０
万

円
を
超
え
る
方

②
給
与
以
外
の
所
得
が
加
万
円

を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
方
で
、
従
た
る
給
与

の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
以
外

の
所
得
の
合
計
額
が
加
万
円
を

超
え
る
方

３
、
同
族
会
社
の
役
員
で
、
そ
の

法
人
か
ら
貸
付
金
利
子
、
不
動
産

食
貸
料
を
受
け
て
い
る
方

４
、
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し

た
方

５
、
予
定
納
税
額
の
あ
る
方

６
、
溌
渡
所
得
の
あ
る
方

◎
不
動
産
を
売
っ
た
り
、
交
換
し

た
り
、
買
い
換
え
た
り
、
あ
る
い

は
国
や
地
方
公
共
団
体
に
収
用
さ

れ
た
方
は
、
分
離
課
税
の
譲
渡
所

得
と
し
て
分
離
課
税
用
の
所
得
税

確
定
申
告
書
を
使
い
、
給
与
、
営

業
、
不
動
産
な
ど
、
他
の
所
得
と

一
諸
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
買
い
換
え
な
ど

の
特
別
控
除
を
使
う
場
合
に
は
、

控
除
に
よ
り
、
税
金
が
か
か
ら
な

※土曜日、日曜日はお休みです。

※還付の申告は上記日程以前、以後でも柏税務署で

受け付けています。

※市の各支所へのお問い合わせはご遠慮ください。

また、ニセ税理士・税務署職員にご注意ください。

※つくし野コミュニティーホールで行われていた出

張申告相談・受け付けは、会場が根戸近隣センター

(下図)に変更になりましたのでご注意ください。

根戸近隣センター案内図(3月4日･5日出張受付会場）
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
会
社
等
か
や
納
付
書
に
は
、
事
務
上
必
要
な

◎
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
食
金
属
、
書
ら
給
与
の
支
払
い
報
告
書
が
提
出
事
項
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
書

画
骨
董
品
な
ど
を
売
っ
た
り
、
さ
れ
て
い
る
方
は
提
出
の
必
要
は
き
損
じ
て
別
の
用
紙
を
使
う
場
合

交
換
し
た
場
合
や
、
借
家
人
が
立
あ
り
ま
せ
ん
。
に
は
、
印
刷
さ
れ
て
い
る
事
項
を

退
料
を
受
け
取
っ
た
場
合
な
ど
に
な
お
、
所
得
税
と
異
な
り
、
給
漏
れ
な
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

は
、
総
合
課
税
の
譲
渡
所
得
と
し
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以
外
の
所
申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で

て
一
般
用
の
所
得
税
確
定
申
告
書
得
が
加
万
円
以
下
の
方
で
も
申
告
申
告
の
必
要
な
方
は
、
税
務
署
や

を
使
い
、
他
の
所
得
と
一
諾
に
申
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
市
役
所
（
支
所
も
含
む
）
に
備
え
て

告
し
て
く
だ
さ
い
。
世
帯
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
、
あ
る
用
紙
で
期
間
内
に
申
告
を
済

単
身
で
居
住
の
学
生
、
非
課
税
所
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

屈
蕊
墓
霊
董
ゞ

、

市
・
県
民
税

の
申
告

証
明
書
発
行
の
た
め
の
資
料
と
し
会
場
で
は
、
主
に
市
県
民
税
と
還

〆

市
・
県
民
税
は
、
所
得
税
と
同
て
必
要
で
す
の
で
必
ら
ず
申
告
を
付
申
告
な
ど
の
ご
く
簡
易
な
申
告

じ
よ
う
に
前
年
の
所
得
金
額
に
対
し
て
く
だ
さ
い
。
を
受
け
付
け
ま
す
。

諜
繍
韻
韓
孵
毫
踊
一
申
告
の
た
め
の
譲
渡
所
得
の
申
告
は
税
務
署
で
、

ノ
土
地
、
建
物
等
の
売
却
に
よ
る

一
営
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
申
告

悪
簔
里
暑
を
雷
し
頂
ご
案
内

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
／

は
税
務
署
ま
た
は
税
務
署
城
員
に

の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
る
方
や
、
◎
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
よ
る
出
張
申
告
相
談
・
受
付
で
、
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縦
灘
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靹
卿
帥
馴
剛
削
剛
剖

一
騨
溌
難
月
加
減
伽
職
誹
心
壽
に
議
僻
灘
一

一
症
状
が
な
く
て
も
１

で
の
申
し
込
み
可
）
、
一

一
嶬
選
書
を
雲
Ｌ
具
一

日
（
土
、
当
日
消
印
一

は
医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
て
い
有
効
）
ま
で
に
、
湖
北
台
１
１
－

狸
ｌ
妬
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
１
１
３
１
へ
一

一
旬
に
胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
▼
対
象
市
内
在
住
の
釦
歳
以
上

１
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

市
・
県
民
税

の
申
告こ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

手

◎
所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
よ
る
出
張
申
告
相
談
・
受
付
で
、

に
必
要
な
も
の
お
願
い
し
ま
す
。

＊
印
鑑
＊
源
泉
徴
収
票
＊
収
な
お
、
申
告
書
の
提
出
は
郵
送

入
や
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
類
・
領
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

収
書
＊
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
◎
申
告
は
お
早
め
に

る
控
除
証
明
書
＊
生
命
保
険
の
申
告
の
期
間
後
半
に
な
り
ま
す

支
払
証
明
書
＊
国
民
健
康
保
険
．
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

国
民
年
金
支
払
額
の
わ
か
る
も
の
申
告
や
相
談
は
早
め
に
済
ま
せ
ま

◎
申
告
は
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
し
よ
う
。
な
お
、
還
付
の
申
告
は

用
紙
で
申
告
期
間
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
申
告
書
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑥
⑳
ｅ
②
⑬

▼
所
得
税
。
贈
与
税
‐
１
１
↓
柏
税
務
署
（
輔
）
２
３
２
１

〒
２
７
７
柏
市
あ
け
ぼ
の
２
１
１
１
鋤

▼
市
。
県
民
税
‐
１
１
↓
市
課
税
課
（
弱
）
１
１
１
１

〒
２
７
０
‐
ｕ
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８

申
告
の
た
め
の

ご
案
内

１
１
１
１

Y

心

Ｉ
９
Ｌ
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而當僅皀入目省冨亀林
環
境
庁
長
官

手
賀
沼
を
船
上
視
察

小暮団地など総数44戸
、

市
内
高
野
山
の
我
孫
子
中
学
校

の
北
側
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
小
暮
市
営
住
宅
及
び
東
我
孫
子

Ｂ
、
都
部
団
地
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
表
Ａ
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
方

②
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚

約
者
の
場
合
は
、
入
居
の
期
限
ま

で
に
婚
姻
を
し
た
旨
の
証
明
が
提

出
さ
れ
、
同
居
で
き
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
方
）
。
た
だ
し
、
２
，
Ｋ

程
度
以
下
の
住
宅
に
つ
い
て
は
“

Ⅱ

Ｐ
ｈ
Ｂ
ｒ
ト
ー
１
１
１

シ
歓
迎
式
典
で
あ
い
さ

つ
を
行
う
林
漂
境
庁
長

官▲
手
董
沼
を
船
上
か
ら

視
察
す
る
林
長
官
⑥

「

L ！識

歳
以
上
の
男
性
、
即
歳
以
上
の
女

性
お
よ
び
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
等
は
、
単
身
で
も
入

居
で
き
ま
す
。

③
母
子
住
宅
入
居
希
望
の
場
合
は
、

加
歳
未
満
の
子
供
を
扶
表
し
、
か

つ
市
が
発
行
す
る
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
こ
と

④
身
障
者
住
宅
入
居
希
望
の
場
合

は
、
車
い
す
を
常
時
使
用
し
て
い

る
身
体
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、

か
つ
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
こ
と

⑤
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方

１
月
８
日
釜
）
、
林
大
幹
環
境

庁
長
官
が
手
蛮
沼
を
訪
れ
、
船
上

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

林
長
官
は
、
山
階
鳥
類
研
究
所

を
視
察
後
、
午
後
１
時
如
分
過
ぎ

に
歓
迎
式
典
会
場
の
手
蛮
沼
親
水

広
場
「
水
の
館
」
に
到
着
。
地
元
選

出
の
国
会
議
員
や
県
・
市
町
村
議

会
議
員
を
は
じ
ぬ
沼
田
武
県
知

事
、
大
井
一
雄
市
長
な
ど
関
係
者

約
沌
名
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

席
上
、
沼
田
県
知
事
は
、
湖
沼

汚
濁
の
解
消
等
の
調
査
・
研
究
費

⑥
国
税
又
は
、
地
方
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

▼
入
居
資
格
収
入
基
準
表
Ｂ

及
び
表
Ｃ
の
と
お
り

▼
募
集
期
間
２
月
過
日
（
木
）

か
ら
妬
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
書
配
布
期
間
２
月
１

日
（
月
）
か
ら
妬
日
（
金
）
ま
で

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
市
営
住
宅
入
居
調
書

③
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

（
続
柄
、
本
籍
及
び
筆
頭
者
記
載

の
も
、
た
だ
し
、
外
国
人
の
方

は
外
国
人
登
録
済
証
明
害

㈱
前
年
の
源
泉
徴
収
票
又
は
、
前

年
の
確
定
申
告
書
（
平
成
５
年
に

申
告
し
た
も
、
の
控
え
及
び
、

前
々
年
（
平
成
３
年
分
）
の
所
得
証

明
書
（
義
務
教
育
終
了
者
全
員
）

⑤
現
在
住
ん
で
い
る
家
の
賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
又
は
、
直
近
の
家

募集内容や
生
活
排
水
対
策
推
進
費
補
助

な
ど
７
項
目
の
陳
傭
替
を
手
渡

し
ま
し
た
。

ま
た
、
流
域
市
町
村
長
を
代

表
し
て
大
井
市
長
は
、
手
蛮
沼

の
現
況
や
浄
化
対
策
な
ど
を
説

明
。
よ
り
一
層
の
援
助
を
要
望

（
５
面
参
照
）
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
林
長
官
は
、

「
沼
の
浄
化
に
は
、
き
れ
い
な

水
の
供
給
が
必
要
。
利
根
川
の

水
を
毎
秒
、
ト
ン
手
賀
沼
に
流
入

さ
せ
る
北
千
葉
導
水
事
業
を
早

く
完
成
さ
せ
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
船
で
手
賀
沼
を

視
察
し
、
沼
の
底
か
ら
す
く
っ

た
ヘ
ド
ロ
や
水
の
透
視
度
な
ど

で
汚
濁
の
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

表 A

貧
の
領
収
書
の
写
し

⑥
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

そ
の
他
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

っ
て
各
種
証
明
書
等
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
仰
と
②
は
、
厚
生
課
及
び
各
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
４
月
１
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
厚

生
課
社
会
係

’
匙

入学及び就職祝金が0

支給されます

！
母
子
・
父
子
家
庭
及
び
両
親
の

監
謹
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

そ
の
お
子
さ
ん
が
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
等
に
入
学
又
は
、

中
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
場

合
、
入
学
及
び
就
職
祝
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
祝
金
の
額
対
象
者
１
人
に
つ

き
８
０
０
０
円

▼
対
象
者
の
生
年
月
日
○
小
学

校
入
学
（
昭
和
“
年
４
月
２
日
か

ら
鑓
年
４
月
１
且
○
中
学
校

表B給与所得者1人の場合の早見表（前年1年間の総収入金額です。）

’
入
学
（
同
弱
年
４
月
２
日
か
ら
記

年
４
月
１
且
○
高
校
等
入
学

又
は
就
職
（
同
粟
年
４
月
２
日
か

ら
認
年
４
月
１
日
〉

※
た
だ
し
、
平
成
５
年
３
月
１
日

現
在
、
本
市
に
居
住
し
毒
住
民
基

本
台
帳
又
は
、
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
同
年

４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
小

・
中
・
高
等
学
校
等
に
入
学
す
る

子
供
又
は
、
同
年
３
月
末
日
ま
で

に
学
校
教
育
法
に
基
づ
ぐ
中
学
校

を
卒
業
し
、
同
年
４
月
に
就
聯
す

る
子
供

▼
受
給
責
格
者

１
、
配
偶
者
の
な
い
方
で
、
現
に

入
学
予
定
の
子
供
又
は
、
就
聯
予

定
の
子
供
を
養
育
し
て
い
る
母
叉

は
父
。

２
、
母
又
は
父
の
い
ず
れ
の
監
護

表c事業所得者1人の場合の早見表（前年1年間の必要経費控除後の所得金額です｡）

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
入
学

予
定
の
子
供
又
は
、
就
城
予
定
の

子
供
を
現
に
養
育
し
て
い
る
方

▼
申
講
方
法
児
童
保
育
課
に
母

子
家
庭
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

地
区
の
母
子
福
祉
推
進
員
が
２
月

中
旬
ま
で
に
申
請
醤
を
届
け
ま
す
。

（
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
じ

そ
の
他
の
方
々
に
つ
い
て
は
、

児
童
保
育
課
に
申
購
轡
が
あ
り
ま

す
の
で
印
鑑
母
子
・
父
子
家

庭
等
の
証
明
と
な
る
も
の
、
受
給

賓
格
者
の
銀
行
の
口
座
番
号
を
用

意
の
う
え
申
鏑
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
２
月
１
日
（
月
）
か

ら
３
月
９
日
（
火
）
ま
で

▼
申
請
先
。
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
児
童
家
庭
係

昨
年
の
ｎ
月
型
・
巧
日
に
行
わ

れ
、
好
評
だ
っ
た
第
”
回
消
費
生

活
展
の
パ
・
ネ
ル
と
写
真
の
展
示
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

内
容
は
、
ゴ
ミ
問
題
と
身
近
な

環
境
問
題
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
都
合
で

２
会
場
に
分
け
て
展
示
し
、
１
週

▼
融
資
対
象
者
財
形
貯
蓄
を
し

て
い
る
本
人
又
は
親
族

▼
融
資
対
象
費
用
入
学
金
、
授

業
料
、
教
科
書
代
、
下
宿
代
等

言

財形教育融資

のご案内
ザ

園

▼
日
時
３
月
５
日
（
金
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時
妬
分

▼
場
所
東
葛
飾
合
同
庁
舎
６

階
（
松
戸
駅
徒
歩
４
分
）

▼
内
容
商
齢
化
社
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
施
設
の
現
場

か
ら
見
た
高
齢
者
問
題
高
齢

者
の
福
祉

▼
定
員
釦
名
（
受
講
無
謡

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
睡
話
番
号
、
「
県
政
ふ
れ

あ
い
誰
座
希
望
」
と
明
記
し
、
２

月
加
日
（
土
、
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
７
１
松
戸
市
小
根
本
７

束
葛
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
霊

０
４
７
３
（
錦
）
３
０
０
８
へ

〆
、

一
脈
肺
榊
州
鰕
剛
ノ

間
ご
と
に
展
示
を
交
換
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
２
月
晦
日
（
月
）
か

ら
妬
日
（
金
）

▼
場
所
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
、

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

▼
融
査
対
象
教
育
施
設
高
等
学

校
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
。

▼
融
資
額
財
形
残
高
の
５
倍
以

内
で
、
進
学
黄
金
（
入
学
時
）
３
０

０
万
円
ま
で
、
修
学
黄
金
（
在
学

中
）
１
５
０
万
円
ま
で
。

▼
融
資
条
件
返
済
期
間
６
年
以

内
（
修
業
年
限
３
年
以
内
の
場
合

は
５
年
以
内
）
、
融
査
利
率
年
６
．

２
４
％

▼
申
し
込
み
財
形
教
育
融
査
業

務
取
扱
店
の
掲
示
が
あ
る
銀
行
等

の
金
融
機
関

▼
問
い
合
わ
せ
雇
用
促
進
事
業

団
千
葉
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
壷
０

４
３
（
２
４
８
）
７
７
６
６

｜’
L _

１
１

住宅名称

(団地）

小 悪

東我孫子B

都部

合計

1

19

－

1

25

一般住宅

一一一一一一一一一

3DK

2K

43,000

7,000

東我孫子1丁目

31番

都部69恭地

募集戸数

1種

18

2種

一

13

－

一

3

2

5

1

母子住宅

身障者住宅

一般住宅

母子住宅

3DK

3DK

2DK

2DK

住宅種別 タイプ
家賀月額(円）
(入居月家貿
～最終家賃）

所在地

一般住宅

3DK
43,000

～48,000

3DK

32,000

～37,000

22,000

～27,000

高野山537番地

の 1

母子・父子家庭等の皆さんへ

第
二
種

第
一
種

総収入金額

簸低
総収入金額

最商

0人

（単身者）

2,207,999円

以下

2,208,000円
I

3,591,999円

1人

2,707,999円

以下

2,708,000円
1

4,027,999円

2 人

3,207,999円

以下

3,208,000円
1

4,463,999円

3 人

3,659,999円

以下

3,660,000円
1

4,903,999円

4 人

4,095,999円

以下

4,096,000円
1

5,339,999円

5人

4,531,999円

以下

4,532,000円
1

5,779,999円

罰壼看一趣塗雪雪
第
二
種

第
一
種

所得金額

娘低
所得金額

股高

0人

(単身者）

1,380,000円

以下

1,380,001円
1

2,376,000円

1人

1,730,000円

以下

1,730,001円
1

2,726,000円

2 人

2,080,000円

以下

2,080,001円
1

3,076,000円

3 人

2,430,000円

以下

2,430,001円
I

3,426,000円

4人

2,780,000円

以下

2,780,001円
1

3,776,000円

5 人

3,130,000円

以下

3,1.30,001円
1

4,126,000円
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る
方

ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
２
月
加
日
主
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
亜
言
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
卯
分
か
ら
、

時
鋤
分
（
第
２
回
目
の
み
午
後
１

時
か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は

受
村
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
回
．
２
回
は

バ
ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
。
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

巳月の日曜｡休日当番医
湖
北
台
１
の
胆
の
焔

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

狂
（
師
）
１
１
３
１

健
セ
ン
タ
ー
で

陵診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証と診療費

夕

一

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
計
測
赤
ち
ゃ
ん
体
操

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
育
児
等

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

旬
’

※
乳
児
検
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～
、

か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

う
け
ま
し
ょ
う
。

ぐ
育
児
相
談
日
程

一
一

月
唾
日
～
瓢
日
生
ま
れ
▼
対
象
生
後
４
か
月
か
ら
４
歳

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

ら
皿
時
釦
分
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
な
お
、
対
象
児
に
は
通
知
が
い

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
・
子
供
用
き
ま
す
。

成
３
年
７
月
１
日
～
晦
日
生
ま
れ

＊
２
月
鵡
日
（
木
）
…
平
成
３
年
７

受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
疹

の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
へ
Ｍ
Ｍ

Ｒ
薪
三
種
混
合
Ｉ
麻
湊
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
を
希
望
す
る

方
は
医
師
に
ご
相
雛
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で
▼
窪
用
該
当
児
は
無
料
票

？

▼
日
時
２
月
鵡
日
（
木
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
２
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

．
し
ま

劃
ツ
反
お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
日
程
※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

す
｡

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
個

別
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３

時
（
受
付
、
午
後
１
時
～
１
時
訓
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

造
陸
に
想
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
９
日
（
火
）
受
付
午
▼
日
時
。
場
所
２
月
妬
日
（
木
）

後
０
時
調
分
か
ら
１
時
妬
分
午
後
１
時
か
ら
２
時
、
柏
保
健
所

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

▼
対
象
平
成
元
年
ｎ
月
１
日
か
あ
る
蝿
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

ら
ｎ
月
知
日
生
ま
れ
（
通
知
が
い
▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

き
ま
す
）
察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

妊
娠
時
か
ら
、
歯
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
、
歯
科
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
鵡
日
（
木
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

、
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。
郎
先
生

心
の
悩
み
を
も
つ
方
、
一
人
で
▼
担
当
糖
神
内
科
医
横
山
達

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

V

〃

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
対
象
妊
婦
（
参
加
無
料
）

▼
内
容
妊
産
婦
と
新
生
児
の
口

腔
衛
生
（
胎
児
の
歯
の
成
長
）

▼
講
師
市
歯
科
医
師
会

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
お
子
様
連
れ
は
不
可
。

柏
市
柏
２
５
５

壷
（
師
）
１
２
５
５

’ ’＝。‐、ーY‐ゴーー刀．L‘つ‐ノブ℃′・‘'ノ率にんヲ丙は‘ル
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一

母
親

手
級

.

し
あ
わ
せ
学
級’

日

7日

n日

14日

21日

28日

病・医院名

子つくし 野 病 院

似鳥内科医院

平和台病院’

東葛辻仲病院

我孫子聖仁会 病 院

佐藤内科医院

平和台病院

貴船小児科医院

アビコ外科整形外科病院

池内皮膚科クリニック

電話

84-2211

82-9007

89-1111

84-9000

88-3111

88-0934

89一ろ1111

88-1018

ド84-7321

84-3525

第1回

第2回

第3回

2月5日

(金）

2月12日

(金）

2月19日

（金）

･妊娠中、産後の生活

･妊婦体操(実習）

･産科医の話（妊娠中の異常とお

産の経過）

･妊婦体操侯習）

･妊娠中の歯科衛生（歯みがき実
習）

．妊娠中の栄養

･赤ちゃんの養遡

育
児
相
談

看
護
婦
な
ど
と
し
て
雲
０
４
３
（
２
４
７
）
６
３
７
‐

※
登
録
の
受
付
は
、
東
蕩
地
区

再
び
働
き
た
い
方
へ

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
柏
連
絡
所
云

現
在
、
働
い
て
い
な
い
看
謹
保
健
婦
、
助
産
婦
の
有
資
格
者
（
壁
４
４
４
８
で
も
、
毎
週
水
．

婦
な
ど
の
有
査
格
者
で
、
再
び
▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
ナ
ー
ス
バ
金
剛
日
（
午
前
９
時
か
ら
午
後

看
謹
婦
な
ど
と
し
て
働
き
た
い
ン
ク
・
看
謹
婦
等
無
料
職
業
紹
介
４
時
）
に
で
き
ま
す
。

方
の
た
め
「
垂
ナ
ー
ス
バ
ン
“
保
健
婦
等
修
学
資
金
貸
付
制
度

ク
・
看
謹
婦
等
無
料
轍
業
紹
介

の
ご
利
用
を

所
で
は
、
就
職
の
世
話
や
情
報

の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
で
は
、
看
謹
婦
（
正
．
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
登
録
制
で
す
。
准
）
や
保
健
婦
、
助
産
婦
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
の
登
録
を
お
待
ち
し
将
来
県
内
の
病
院
で
働
く
こ
と
を
▼
問
い
合
わ
せ
県
庁
医
療
盤

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
看
謹
学
生
の
方
に
、
修
備
課
看
護
指
導
班
云
０
４
３
（
２

▼
対
象
者
看
錘
婦
定
・
准
）
、
学
黄
金
の
貸
し
付
け
制
度
を
設
け
２
３
）
３
８
８
５

実施日

2月2日(火）

2月9日(火）

2月16日(火）

2月23日(火）

受付時間

9：15～9：45

（該当児）

9：45～10：30

(その他相談のある方）

一

該当児

平成4年10月生まれ

(通知がいきます）

0～6歳

(相談のある方）

夜間の急病のときは

言上蛮麦冠(Sｱ)1141
１
娠
６
か
月
児
健
康
診
査

ム
シ
歯
予
防
教
室

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

’
三種混合

百日 せ き

ジフテリア

破傷風I
１
期
は
生
後
辺
か
月
か
ら
妃
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で

３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
翅
～
肥
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
験
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻 疹

(はしか）

生
後
岨
か

な
お
、
生

望
ま
し
い

月
か
ら
”
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

後
皿
か
月
か
ら
妬
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

（
８
月
を
除
く
年
間
）

／
該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
授
与

２
月
邪
日
（
火
）

２
月
お
日
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

日

2月2日

(火）

2月9日

(火）

2月16日

(火）

2月23日

(火）

主な内容

身近な健康法（話）

体操（深呼吸・体を動かす基本）

食事診断

栄養のバランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯為
屑こり腰捕予防の体＃

屑こり腰捕予防の体操
(体の状態をみながら体操を行います）

のうろうの予防について

肩
こ
り
腰
痛
教
室

３
歳
児
健
康
診
査

精
神
衛
生
相
談

療

‐
１
１

青
相
談



■ 1

，（4）鐡び
串
市
民
図
書
館

殿
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

一
』
‐
壷
移
動
図
誓
館

1993 2
第846号

一

２
月
皿
日
は
バ
レ
イ
タ
イ
ン
デ

ー
。
さ
わ
や
か
な
恋
愛
小
説
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
恋
文
（
連

城
三
紀
彦
）
＊
オ
リ
ン
ポ
ス
の

果
実
苗
中
英
光
）
＊
ノ
ル
ウ

ェ
イ
の
森
（
村
上
春
樹
）
＊
こ

こ
に
地
終
わ
り
海
始
ま
る
（
宮
本

輝
）
＊
君
を
見
上
げ
て
（
山
田

太
二
＊
恋
愛
さ
が
し
（
ね
じ

め
正
二
＊
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア

（
Ｃ
・
ブ
ロ
ン
テ
）
＊
誰
が
た

め
に
錘
は
鴨
る
（
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
）
＊
風
と
共
に
去
り
ぬ
（
ミ

ッ
チ
エ
ル
）
＊
フ
ラ
ン
バ
ー
ス

屋
敷
の
人
々
ミ
イ
ト
乙

お
は
な
し
会
で
は
４
厳
か
ら
９

歳
ま
で
の
ち
び
っ
子
に
絵
本
を
よ

ん
だ
り
お
話
を
し
た
り
し
ま
す
。

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
集
ま
れ
ノ
．

▼
日
程
２
月
４
日
（
木
）
、
蝿
日、

．

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
る

恋
愛
小
説
図
書
案
内

Ｉお
は
な
し

罎
一

’
図
書
館

だ
よ
り

ａ
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９会

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
和
紙
折
り
紙
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
扇
面
鶴
（
ｇ
・

海
老
原
千
代
子
（
中
峠
）
、
朱
竹
．

香
取
富
美
子
（
湖
北
台
）
、
扇
面
鶴

（
赤
）
・
今
井
た
け
子
（
白
山
）
、
尾

長
鶏
・
千
葉
ミ
ツ
（
中
峠
）
ほ
う
ず

き
・
小
西
キ
ミ
イ
（
中
里
）

◎
布
佐
分
館

（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
２
月
お
日
（
木
）
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
３
時
訓
分
か
ら
４

時

ミ
ニ
ギ
ャ

せ暑億離蟄2月の日程(蕊）そよか
⑭

ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所｜時間(午後)｜
湖北|湖北地区公民館1:20~1:501
1中峠|中峠亀田谷公園|2:10~2:5011
1青山台|柴崎台4号公園|3:10~4:001
l布佐平和台|布佐南近隣センター’2:00~2:401
新木野|新木児童公園|3:00~4:001
久寺家久寺家あけぼの公園|2:00~2:451
つくし野東急ショッピングセンター裏|3:00～4:00

天王台東天王台東児童公園2:00～2:50

天王台西浅野谷3号公園3:10～4:00

白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

1並木|丸石家具駐車場2:30~3:00
l台田|台田池尻公園3:20~4:00
1根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 喪3:00~4:00

爾目~「目

’
１

３
・
け

同’太’
４
．
冊

’
５
．
四

Ｉ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
林
業
の
家
（
狸

号
）
、
茨
城
風
景
壷
号
）
、
庭
茄

号
）
、
顔
（
８
号
）
・
中
川
邦
彦
（
湖

北
台
）

画
展
示
期
間
２
月
４
日
（
木
）
か

ら
３
月
２
日
（
火
）

金

大 学祭檮
畑
・
鯉

水

ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｊ
１
６

木 25
Ａ
「

Ｐ

日時：2月7日(日)午前10時

場所：湖北地区公民館蝋’金 IRl
艶倒
一

I
…

楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
友
達
と

学
習
で
き
る
長
寿
大
学
。
こ
こ
で

学
ぶ
学
級
生
が
、
１
年
間
の
学
習

成
果
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
大
学
祭
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
庭
お
そ
ろ
い
で
楽
し
い
歌

や
踊
り
の
発
表
会
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。▼

日
時
２
月
７
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

■､■

昨
年
、
哩
月
過
日
市
民
会
館

で
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
が
行
っ
た
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
市
民
コ
ン
サ
ー

ト
に
共
渡
し
た
の
が
、
市
民
劇

団
「
エ
パ
ミ
ナ
ン
ダ
ス
」
だ
。

「
大
舞
台
、
大
観
衆
の
前
に
１

度
は
立
ち
た
ど
と
夢
に
ま
で

見
た
こ
と
が
実
現
。
「
銀
幕
の
な

垂 二

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民

館
（
入
場
無
料
）

▼
内
容
＊
ホ
ー
ル
（
菰

技
）
・
・
・
日
舞
、
民
舞
、
社

交
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
民
謡
、

等
各
学
年
で
発
表
。

＊
第
一
学
習
室
・
エ
芸
エ

作
室
・
・
水
墨
画
、
俳
句
、

盆
栽
な
ど
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
中
央
公

民
館
壷
（
理
０
５
１
５

▲
楽
し
く
学
ん
だ
成
果
を

発
表⑬

壬
ざ

市民劇団

工パミナンダス

もい
映
画
館
・
音
楽
座
」
を
テ
ー
マ
に

音
楽
と
芝
居
が
織
り
な
す
心
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
披
露
し
た
。

５
年
前
、
幼
稚
園
で
知
り
合
い
、

演
劇
が
好
き
な
お
母
さ
ん
５
人
が

集
ま
り
劇
団
を
結
成
。
昔
話
や
童

話
な
ど
を
素
材
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

子
ど
も
達
に
喜
び
や
感
動
を
与
え

て
い
る
。

「
メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
が
、
気
の

合
う
仲
間
な
の
で
、
い
つ
も
に
ぎ

や
か
に
や
っ
て
い
ま
す
」
と
代
表

の
平
澤
希
子
子
さ
ん
。

現
在
、
会
員
は
８
名
。
み
な
さ

ん
家
庭
の
主
婦
で
年
齢
は
鋤
代
と

若
い
。
練
習
は
毎
週
水
曜
日
、
根

戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
や
湖
北
地
区
公

民
館
で
行
っ
て
い
る
。

「
初
め
は
緊
張
の
あ
ま
り
表
情
も

硬
く
、
演
技
も
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

第
３船七宝焼に挑戦的

屯

た
ぢ

▼

(参 勤加者募

に
夢
琶

り
と
た
い
へ
ん
で
し
た
が
経
験
を

強
む
こ
と
で
表
情
も
豊
か
に
な
り
、

練
習
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と

団
員
の
み
な
さ
ん
。
鰻
近
は
演
技

に
も
円
熟
味
を
増
し
て
き
た
。
作

品
を
選
び
台
本
を
書
き
、
歌
や
踊

り
の
振
り
付
け
、
衣
装
作
り
な
ど

七
宝
焼
を
ご
存
じ
で
す
か
。
七

宝
焼
は
、
銅
な
ど
の
金
属
の
下
地

に
絵
の
具
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
質
の

う
わ
ぐ
す
り
を
塗
り
、
そ
れ
を
カ

マ
ド
で
焼
き
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

一

与
え
、
楽
し
ま
せ
た
い
」
と
平
澤
さ
一

ん
。

子
ど
も
達
に
〃
ま
た
来
て
ね
″
一

と
声
を
か
け
ら
れ
る
限
り
…
。
一

▼
代
表
平
澤
希
予
子
云
（
理
０
－

６
４
３

す
べ
て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

「
呼
ば
れ
れ
ば
、
ど
こ
へ
で
も
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
市
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
子
ど
も
会
等
に
出
向
き
、

年
間
溺
回
の
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
に
夢
を

模
様
を
あ
ら
わ
し
た
伝
統
工
芸
の
一

ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
世
界
に
ひ
と
つ
一

し
か
な
い
あ
な
た
の
宝
物
を
作
つ
一

て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
一

▼
日
時
２
月
幻
日
（
日
）
午
前
、
一

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館
王
一

芸
工
作
室
）

▼
定
員
親
子
別
組
（
先
着
順
）
一

▼
参
加
費
１
人
５
０
０
円
一

▼
講
師
川
添
睦
子
氏
百
本
七
一

宝
作
家
協
会
評
議
員
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ー

ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
一

学
年
、
電
話
番
号
、
「
七
宝
焼
参
加
一

希
望
」
と
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８
一
一

４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
容
一

（
顕
）
１
１
５
１
へ

崎遡

＝の一口一夕一全一少一チーター■一
ー p－p－ダーヴークーp一ゆ＝グー｡｡■■のー”‐ダニ｡＝學一の‐垂一二二二苣一●一Fニニーゥー≦ゲーマーーダー ＝●＝⑪一○‐ターター｡＝グー｡＝餌一宇＝タークー＝．F一■一ケーーーテーーーヶーーーヮ＝ー

叩
Ⅱ
謬
り
ま
す
“
Ⅱ

▼
無
料
で
＊
氷
風
扇
〈
塩
野
壷

（
郡
）
１
７
２
５
〉

Ⅱ
漣
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
ピ
ア
ノ
等
の
鍵
盤
〈
河
原
電

（
理
４
７
２
５
〉
幸
水
そ
う

〈
鈴
木
盃
（
錘
）
８
９
５
８
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

芽
，

、

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限
ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

⑯
圃
園
信
翻
④
⑪
②
⑰

短歌 俳句

山 本 寛 太選 染谷杲径選

沼
岸
を
清
掃
す
れ
ば
泥
ま
み
れ
の
自
転
車
は
あ
り
オ

ー
ト
バ
イ
も
あ
り
き
三
谷
和
夫

皇
太
子
妃
の
内
定
の
報
か
け
め
ぐ
る
一
月
六
日
の
夜

の
ニ
ュ
ー
ス
に

小
出
礼
子

七
草
の
膳
を
囲
み
て
待
ち
待
ち
し
皇
太
子
妃
内
定
の

朗
報
を
聞
く
新
堀
孝
女

痢
日
待
つ
九
十
九
里
浜
は
明
け
切
ら
ず
外
海
の
波
浪

灰
か
に
白
し
岡
田
清
一

し
め

手
作
り
の
標
縄
飾
り
て
大
神
に
迎
ふ
る
年
の
幸
を
祈

り
ぬ
吉
田
宜
民

毎
か
づ
匂

健
や
か
な
母
を
交
へ
る
正
月
の
膳
に
小
さ
き
杯
を
添

ふ
池
田
弓
子

ど
う
し
て
も
記
憶
の
鐸
に
癖
か
ら
ぬ
に
な
ほ
重
ね
読

む
古
歌
の
数
々
堀
佐
一

色
も
香
も
消
え
て
散
り
く
る
も
み
ぢ
葉
の
本
土
寺
の

庭
雨
に
ぬ
れ
ゐ
つ
公
手
孝
嗣

冷
え
ぴ
え
と
沼
の
中
洲
に
ゐ
る
鴨
の
さ
わ
げ
る
声
は

夕
べ
し
づ
も
る

染
谷
新
一

目
鼻
だ
ち
お
ぼ
ろ
に
な
れ
ど
石
佛
は
笑
み
た
た
へ
を

り
寒
き
山
路
に

安
楽
嘉
子

う
ぶ
す
な

産
土
神
に
一
人
の
歩
み
寒
雀
蛭
間
八
寸
子

涌
き
水
の
日
毎
に
細
り
山
眠
る
田
中
栄
太
郎

金
毘
羅
の
長
き
石
段
冬
深
む
公
手
孝
嗣

一
条
の
陽
ざ
し
に
職
の
う
す
瞼
壁
谷
千
鶴
子

腱
夫
去
る
焚
火
ほ
こ
り
を
払
い
つ
章
山
崎
諄
一

杖
に
添
う
友
見
お
く
り
て
幕
の
秋
斉
藤
幸
子

日
輪
を
押
し
上
げ
霜
の
鯉
鍬
と
海
老
原
百
合
子

と
い

寒
雀
顔
見
知
る
ま
で
樋
鳴
ら
す
高
橋
喬

山
茶
花
や
手
を
振
り
行
き
し
リ
ボ
ン
の
子
小
山
三
雄

年
用
意
胸
で
教
わ
る
母
の
味
石
川
照
子

初
暦
旅
の
予
定
日
書
き
入
れ
ぬ
新
堀
孝
女

蛍
状
配
る
バ
イ
ト
の
子
ら
の
頬
紅
く
村
上
弘

ｌ
ナ
ー
掲
載
は
、
電
話
で
市
民
生

活
課
消
費
生
活
係
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
家
具
、
電
気
・
台

所
用
品
な
ど
日
曜
雑
貨
等
の
耐
久

消
費
財
と
し
ま
す
。
衣
類
、
生
き

者
》
自
転
車
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

‐

Z L－－－ 、

ひ

ろ

Iざ

－

例
-－－

鰯

市

民
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今
回
紹
介
す
る
根
戸
平
成
町
会

は
、
市
の
西
端
、
根
戸
近
隣
セ
ン

タ
ー
北
側
で
柏
市
に
隣
接
し
て
い

る
（
右
図
参
照
）
。

町
会
は
、
平
成
元
年
８
月
根
戸

下
第
一
町
会
か
ら
分
離
じ
て
発
足
。

現
在
の
会
員
数
は
、
託
世
帯
４
班

で
織
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
東
京
方
面
に
勤
め
る
サ
ラ

リ
割
鐸
《
挫
醸
解
嘩
ぎ
ん
と
副
会

雲
講
溌
冨
に
、
町
舅

様
子
を
う
か
が
っ
た
。

「
こ
の
辺
り
は
水
田
を
埋
め
立

て
て
造
成
し
た
所
で
、
入
居
が
始

ま
っ
た
昭
和
虹
年
当
時
は
《
電
気

｜
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
丁

邑
て
灯
鮖
群
押
腿

一
一

子
育
て
の
様
子
の
ジ
オ
ラ
マ

烏
の
博
物
会
で
は
、
第
ｎ
回
企
な
ど
、
約
１
０
０
点
の
査
料
が

画
展
「
ヤ
マ
ド
リ
展
い
つ
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
山
谷
に
は
ば
た
け
」
を
開
催
中
企
画
展
は
４
月
ｎ
日
（
旦
ま

で
す
。
既
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
で
開
催
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で
、

お
り
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

烏
の
博
物
館
第
椚
回
企
画
展

ヤ
マ
ド
リ
展
剛
確
輔

根戸近隣センターP

会

晨冠謹室
口呈国道6号線

孫
北柏

ロ、ロ △r

l

．’

一一

と
水
道
が
引
か
れ
て
な
く
、
と
て

も
不
便
で
し
た
。
そ
こ
で
、
開
発

業
者
や
東
京
電
力
、
市
役
所
な
ど

へ
何
度
も
足
を
運
び
、
や
っ
と
の

思
い
で
実
現
し
た
ん
で
す
。
本
当

に
苦
労
し
ま
し
た
よ
。

活
動
と
し
て
は
、
総
会
や
役
員

発
足
は
平
成
元
年
８
月
、
ゼ
ロ
か
ら
の

会
な
ど
の
ほ
か
道
路
や
Ｕ
字
溝
、

水
路
の
清
掃
、
空
き
地
の
草
刈
り

も
全
員
で
や
っ
て
い
ま
す
。
１
月

”
日
に
は
、
新
年
会
を
根
戸
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
大
い
に
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
根
戸
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
も
職
極

１
且
５
３
人
が
健
脚
を
競
う

第
５
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
１
月
に
小
学
生
か
ら
錘
歳
の
方
ま
で
学
生
罰
也
男
子
平
澤
仁
（
白

”
日
（
且
、
湖
北
台
中
学
校
周
の
男
女
１
１
５
３
人
が
参
加
。
山
８
分
墾
秒
坐
、
女
子
鈴
木

辺
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
風
が
少
し
あ
っ
た
も
真
弓
（
白
山
、
９
分
師
秒
廻
、

大
会
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
の
の
青
空
が
広
が
る
絶
好
の
コ
ン
－
年
男
子
涜
中
俊
介
（
久
寺
家
、

ら
壮
年
の
部
ま
で
の
皿
ク
ラ
ス
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
健
脚
を
競
い
合
９
分
９
秒
型
◎
一
般
（
加
埋

っ
て
い
ま
し
た
。
沿
道
で
は
、
つ
男
子
三
原
主
介
（
西
武
台
千
葉

溌
奈
央
（
新
木
、
５
分
６
秒
堅
◎
中
広
田
酵
雄
。
充
（
５
分
諏
秒
辺

あ

び

的
に
参
加
し
、
他
の
自
治
会
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

課
題
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

町
会
を
流
れ
る
水
路
は
大
雨
に
な

る
と
、
す
ぐ
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
下
水
道
は
一
日
も
早
く
整
備

し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

新
し
い
町
会
の
た
め
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
昨
年
は

婦
人
会
が
結
成
さ
れ
、
６
名
の
方

が
市
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
し

て
活
躍
中
で
す
。

と
に
か
く
、
今
後
は
ま
と
ま
り

の
良
さ
を
生
か
し
て
、
色
々
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

▼
会
長
小
日
向
博
根
戸
５
５

１
の
四

こ

あ

れ

↓
』

烏歌林遍 ，〃

れ

守

まこ
戸
画
‐
“

平
成
５
年
消
防
出
初
め
式

雛
洲
周
年
の
記
念
展
示
も

平
成
５
年
の
消
防
出
初
め
式

が
１
月
９
日
（
土
）
、
湖
北
台
中

央
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
曇
り
空
で
冷
え
込

み
が
厳
し
か
っ
た
も
の
の
、
市

内
に
虹
あ
る
消
防
団
の
団
員
、

手
賀
沼
の
浄
化

対
策
を
要
望

か
つ
て
は
、
魚
介
類
や
水

鳥
、
水
草
な
ど
自
然
の
宝
庫

で
あ
っ
た
手
黄
沼
。
し
か
し
、

周
辺
の
開
発
に
伴
っ
て
汚
濁

が
進
み
、
現
在
で
は
日
本
一

汚
れ
た
沼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
月
８
日
、
そ
の
手
賀
沼

を
林
大
幹
環
境
庁
長
官
が
視

察
に
訪
れ
、
歓
迎
式
典
が
手

蛮
沼
親
水
広
場
・
水
の
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
大
井
一
雄
市
長
は

流
域
市
町
村
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
手
賀
沼
の
汚
濁
や
浄
化

対
策
の
現
況
を
説
明
。

さ
ら
に
、
沼
の
水
質
浄
化

に
向
け
「
北
千
葉
導
水
事
業

の
早
期
完
成
や
公
共
下
水
道

整
備
の
促
進
」
な
ど
を
、
国
．

県
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

あ
び
こ
あ

一
で
展
示
。
見
学
者
の
関
心
を

集
め
、
職
員
の
説
明
に
聞
き
入

る
姿
も
（
写
真
）
。

な
種
訓
練
終
了
後
、
消
防

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
沌

名
が
県
知
事
表
彰
な
ど
を
受
賞

し
ま
し
た
。 れ

こ
れ
Ｔ

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
職
員
な

ど
約
３
５
０
名
が
参
加
。
き

び
き
び
し
た
動
き
で
、
放
水

式
や
消
火
訓
練
、
分
列
行
進

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
常
備
消

防
鋤
周
年
を
記
念
し
、
昔
の

消
防
器
具
や
今
ま
で
の
主
な

出
来
事
を
写
真
パ
ネ
ル
な
ど

で
展
示
。
見
学
者
の
関
心
を ’

"c)こ勇司 ⑦
● ●■

＝は
’
’
一

｜
｜
｜
｜
｜
’

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
認
演
と
映

画
の
集
ど
が
、
昨
年
ｎ
月
詔

日
湖
北
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

障
害
を
も
つ
若
者
が
、
町
へ

さ
わ
や
か
な
感
動
広
が
務

映
画
「
し
が
ら
き
か
ら
吹
い
て
く
る
風
」

あ
び t

↓
」

あ
れ

P

働
き
に
出
る
姿
を
描
い
た
記
録
映

画
「
し
が
ら
き
か
ら
吹
い
て
く
る

風
」
で
は
、
観
客
の
間
か
ら
涙
や

笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
、
さ
わ
や

か
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。

映
画
の
後
に
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
こ
の
映
画
の
監
督
は

じ
め
画
家
、
歌
手
、
厚
生
省
・
前

障
害
福
祉
課
長
、
福
祉
施
設
の
職

員
が
障
害
者
と
健
常
者
の
共
生
に

つ
い
て
語
り
、
福
祉
は
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、
様
々
な
か
か
わ
り

方
が
あ
る
こ
と
を
群
え
ま
し
た
。

な
麺
集
い
の
剰
余
金
６
万
２

７
４
円
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
市

内
の
共
同
作
業
所
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

こ

昭和28年頃の手賀沼の渡し船（現在の中里新田付近の渡し場）れ
撮影；深山正巳氏（湖北台）

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません
か。（このシ!ノーズは毎月1日号に掲載しています）
エ'""""~""""""""""庖定““““““厄起句g““－””EC｡”｡
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自治会訪問⑳
一－－

し
た
活
動
を
。
Ⅱ
根
戸
平
成
町
会
Ⅱ

~

ス
タ
ー
ト
。
ま
と
ま
り
の
良
さ
を
生
か
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し

Ｆ
卜
ご
ｒ
げ

’
可

陰日時2月7日(日)午前10時30

分開場、11時開演（入場無料）

し場所市民会館（ちびっ子によ

るカラオケ大会もあります）

し問い合わせ渡辺喬(87)2096

q

’ ’伝巳時2月21日(日)午前10時か

ら午後3時（入場無料）

し場所ちばポート・アリーナ

し内容心厩マッサージ・止血

包帯のまき方体験コーナーほか

倖問い合わせ日本赤十苦字社干葉

県支部事業課金043(241)7531

し日時2月11日(祝)から14日

(日)午前10時から午後5時（11日

に限り午後1時から）

館（入場無料）

越阪部査(82)8525

献血にご協力を天王台北
r冬のお

近
だ

隣センター
のしみ会」

す
ー

》
や
が
毒
や
ん

回教育相談

おわびと訂正
1月16日号広報あびこ4面の

もよおし欄「スキー講習会・級

別テスト」の記事中、日程の午

前8時30分とあるのは、午後8

時30分の誤りです。

古利根自然ウオッチング
「植物の冬」

平成5年1月1日現在＊世帯数40,516世帯
人口122,797人

●市役所本庁85-1111

●つくし野支所84-8801

男61,619人女61,
●市民図憲館本館

178人

84-1110

湖北台分館87-3055

●湖北台支所88-0828布佐分館89-1311

●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171

●教育委璽会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
● 消 防 暑84-0119●つつじ荘88-0123

’

●少年センター84-1900●西部福祉センター85-5818
●保健センター87-1131●生活環境課(浄化槽）87-2379

●市民会館84-3311（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547．
●公民館中央82-0515●近隣センター布佐南89-3740

湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

●雁の博物館85-2212●市民センター寿83-万22湖北
●市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

つ

｢2月|湘艫記促進月間」

相談等詳しくは干葉司法書

士会柏支部a(82)2935へ生涯学習フェスティバル
in東葛節

検察審査会無料相談

春季市民親善卓球大会

保健推進員映画と折り紙
市 立病院
外来診療が休診に

'7⑧

8月

9火

10水

11④

12金

1芯土

14⑧

15月

16火

毎結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
．日曜当番医＝テレホンサービス

彦体日鱸歯科診鼠日=休日輪鋤診緬(而民会笛内)9:Ⅱ~11:30

ご交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

－心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00

画布凋画翫麺冊の博物館･つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 休随

．法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

豆休日当番戻＝テレホンサービス
〃休日捌急歯科診圃日=休日救急歯科診銅
〃市民閲婁館休館”つつじ荘休館

(而民会鬮内)9:00へJ11:30
画西部福祉ｾﾝﾀー 休館

1

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

一馬の博物館休館

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

画P曜当審医＝テレホンサービス

〃休日鱸箇科”日=休日鯛歯科診緬(市民会館内)9:00~11:30

画消費生活相離＝市民相談室10:0
．心配ごと相談＝寿市民センター

O～15:00

9:00～15:00

画市民図轆･側の博物脇･つつじ荘･西部繩ｾﾝﾀー 休館

‐法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
・つつじ荘休館

－西部福祉センター休館

－消壹生活相諒＝市民相醗室10:00～15:00

－心配ごと相麟＝霧市民センター9:00～15:00
－市民税(県民税)納期限＝つつじ荘休館
－市民画塞館・庵のl専物館・西部福祉センター休館

軍法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

・つつじ荘休館
・西部福祉センター休館

豆消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
‐市民画露館休館

〃登記相談＝市民相談室10:00～12:00

．健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

彦酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

豆市役所閉庁(一部の施設は除く）

我 孫子吹奏楽団
第4回定期演奏会

お弁当の作り方講習会
rわが家の家計簿･生活設乱
体 験談

洋ラン展示と例会

消費生活講座
『子供の食事と問題行動」

柏地区障害児学級合同
｢第12回花と太陽と希望の作品展」

平成5鞭順者ﾓﾆﾀー
第29画昭和の演歌
歌と踊り新春大 会

而十諭諦ﾌｪｽﾃｨﾙ

第5回我孫子市美術家協会
グループ展(ぶなの木会展）

円曜当番医･1週間の行事

テレホンサービス冠(85)1313




